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２.８ エネルギー起源CO2以外
（非エネルギー起源CO2、CH4、N2O、代替フロン等4ガス）
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非エネルギー起源CO2
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非エネルギー起源CO2 7,260万トン
≪▲11.7%≫[▲5.2%]

※廃棄物の原燃料利用、廃棄物からのエネルギー回収に伴う非エネルギー起源CO2排出量は、国連への報告においてはエネルギー分野で計上している。

非エネルギー起源CO2排出量の内訳

◼ 2022年度の非エネルギー起源CO2排出量は2021年度から減少しており、無機鉱物製品の減少量が最も大きく、
産業廃棄物の焼却が続く。2013年度と比較しても減少しており、生産量の減少などに伴う、無機鉱物製品からの
減少量が最も大きく、化学工業・金属生産が続いている。

※

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成 《2013年度比》 [2021年度比] ＜全体に占める割合(最新年度)＞

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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非エネルギー起源CO2排出量の排出源別内訳

◼ 我が国の2022年度の非エネルギー起源CO2排出量は、7,260万トンであった。

◼ 工業プロセスからの排出量が全体の56%を占め、その内訳を見ると、セメント製造からの排出が特に多くなっている。
工業プロセスに次いで、廃棄物由来の排出量が全体の41%を占めている。

工業プロセス
56%

（4,090万トン）

廃棄物
41%

（2,960万トン）

その他（農業・間接CO2等）
3%（210万トン）

2022年度
非エネルギー起源CO2排出量

7,260万トン

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

金属産業
13%

（520万トン）

石灰製造
11%

（470万トン）

化学産業
8%

（350万トン）

セメント製造
55%

（2,250万トン）

2022年度
工業プロセスからの

非エネルギー起源CO2排出量
4,090万トン

鉱物産業
71%

（2,900万トン）

鉱物製品その他
5%

（190万トン）

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。

その他
8%

（320万トン)）
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廃棄物の焼却、原燃料利用、廃棄物からのエネルギー回収に伴う
非エネルギー起源CO2排出量の推移

◼ 廃棄物の焼却に伴う非エネルギー起源CO2排出量は2015年度以降増加傾向にあったが、2020年度は減少に転
じた。その後2021年度には増加したが、2022年度は再び減少した。

◼ 廃棄物の焼却のうち、燃料代替、発電利用に伴う排出量が全体に占める割合は、2022年度時点で64.7%であ
り、2013年度（同58.4%）と比較し増加している。一時的な減少はあるものの、エネルギー回収設備の増加に伴
い、1990年代半ばから増加傾向で推移している。

※廃棄物のうち、廃プラスチック類、廃油等の焼却が排出量に算入される。
※廃棄物の原燃料利用、廃棄物からのエネルギー回収に伴う非エネルギー起源CO2排出量は、国連気候変動枠組条約事務局への報告においてはエネルギー部門で計上している。
※ここでの排出量は廃棄物の焼却等によるもので、界面活性剤由来の排出量は含まないため、廃棄物全体の非エネルギー起源CO2排出量とは異なる。

廃棄物焼却等合計 2,890万トン
《▲1.2%》 [▲3.4%]

《2013年度比》 [2021年度比] <全体に占める割合（最新年度）>

＜出典＞ 温室効果ガスインベントリを基に作成

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

    

 

   

     

     

     

     

     

     

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

     

      

 
 
 

         

        

                     

       

      

                     

             

      

                     

           
     

              

         

     

                     

          

      

                      

     

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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＜出典＞生産動態統計年報（経済産業省）をもとに作成

◼ 非エネルギー起源CO2の主要排出源であるセメントの生産量は、1990年代後半から2000年代にかけて減少傾
向にあったが、2010年代は増加と減少を繰り返し横ばいで推移している。2022年度は2021年度から減少（約
280万トン減）しており、2013年度比でも減少（約1,130万トン減）となっている。

セメント生産量の推移

≪2013年度比≫[2021年度比]
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メタン（CH4）
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メタン（CH4）の排出量の推移

◼ 2022年度のCH4排出量は2021年度から1.7%減少しており、特に稲作からの排出量減少が大きい。

◼ 2013年度からは8.6%減少した。すべての排出源で排出量が減少し、特に有機性廃棄物の最終処分量の減少
等に伴う、廃棄物の埋立からの排出量減少が大きい。

CH4全体 2,990万トン（CO2換算）
《▲8.6%》 [▲1.7%]

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成 ※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。

《2013年度比》 [2021年度比] <全体に占める割合（最新年度）>
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メタン（CH4）排出量の排出源別内訳

◼ 我が国の2022年度のメタン（CH4）排出量は、2,990万トン（CO2換算）であった。

◼ 農業分野（稲作・家畜）からの排出量が全体の82％を、廃棄物分野からの排出量が全体の12%を占めている。

農業
82%

（2,450万トン）

廃棄物
12%

（360万トン）

燃料の燃焼
3%（90万トン）

その他
3%（90万トン）

稲作
44%

（1,310トン）

家畜（消化管内発酵）
29%

（870万トン）

家畜（排せつ物管理）
9%

（270万トン）

農業その他
0.1%

（3万トン）
2022年度
CH4排出量

2,990万トン（CO2換算）

※排出量は全てCO2換算

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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＜出典＞廃棄物の広域移動対策検討調査、廃棄物等循環利用量実態調査報告書、日本の廃棄物処理（環境省）をもとに作成

◼ 廃棄物分野におけるCH4の主要排出源である有機性廃棄物の埋立量は、長期的に一般廃棄物、産業廃棄物と
もに減少傾向にある。

有機性廃棄物埋立量の推移

※廃棄物の埋立からのCH4は過去に埋立された廃棄物が徐々に分解して排出されるため当
該年のCH4排出に当該年の埋立量は関係しないことに注意（過去の埋立量が関係）

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。

 

   

     

     

     

     

     

     

     

     

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 

  

                

               

                

              

               

               

≪2013年度比≫[2021年度比]
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牛の飼育頭数の推移

◼ 牛の消化管内発酵や排泄物管理に伴ってCH4やN2Oが排出される。2022年度の牛の飼育頭数は2021年度か
ら増加しており、増加は4年連続である。

＜出典＞畜産統計（農林水産省）

 

     

     

     

     

     

     

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
 
 
 
 

  

          

              

          

              

          

              

≪2013年度比≫[2021年度比]
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水稲の作付面積の推移

◼ メタン（CH4）の主要排出源である水稲作付面積は1990年代後半に大きく減少した後、2000年前後からは、
一時的な増加はあるものの、緩やかな減少傾向が続いている。

＜出典＞耕地及び作付面積統計（農林水産省）を基に作成 《2013年度比》 [2021年度比]
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一酸化二窒素（N2O）
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一酸化二窒素（N2O）の排出量の推移

◼ 2022年度のN2O排出量は2021年度から1.9%減少しており、特に燃料の燃焼からの減少量が大きくなっている。

◼ 2013年度からは13.3%減少した。すべての排出源で排出量が減少し、減少量は燃料の燃焼、工業プロセス及び
製品の使用の順で大きくなっている。

《2013年度比》 [2021年度比] <全体に占める割合（最新年度）>

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

N2O全体 1,730万トン（CO2換算）
《▲13.3%》 [▲1.9%]

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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一酸化二窒素（N2O）排出量の排出源別内訳

◼ 我が国の2022年度の一酸化二窒素（N2O）排出量は1,730万トン（CO2換算）であった。

◼ 農業分野からの排出が50%と最も多く、次いで、燃料の燃焼、廃棄物と続いている。

農業
50%

（860万トン）

燃料の燃焼
25%

（430万トン）

廃棄物
20%

（350万トン）

工業プロセス
5%

（80万トン）

農用地の土壌
30%

（520万トン）

家畜排せつ物管理
20%

（340万トン）

2022年度
N2O排出量

1,730万トン（CO2換算）

その他
0.003%

（0.05万トン）

農業その他
0.1%

（2万トン）

※排出量は全てCO2換算

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。



16

化学肥料（窒素肥料）需要量の推移

◼ 農業分野における一酸化二窒素（N2O）の主要排出源である肥料の施肥について、化学肥料（窒素肥料）需
要量は、1990年代半ば以降減少傾向にあったが、2010年度以降はおおむね横ばいで推移している。

＜出典＞ポケット肥料要覧（農林統計協会）を基に作成

《2013年度比》 [2015年度比]

※2017年度以降は未公表。
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＜出典＞生産動態統計年報（経済産業省）をもとに作成

◼ 工業プロセス及び製品の使用分野におけるN2Oの主要排出源であるカプロラクタムの生産量は、2000年代に入っ
て以降減少傾向にあるが、2021年度は2020年度から増加している。

カプロラクタム生産量の推移

≪2013年度比≫[2020年度比]
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生
産
量

万トン

カプロラクタム生産量 22万トン

《▲36.3%》［+10.9%］

※2022年度よりカプロラクタムの生産量が秘匿値となったため、2022年度のデータはなし。
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廃棄物の原燃料利用等に伴って排出された温室効果ガス排出量
（CO2、CH4、N2Oの合計）の推移

◼ 廃棄物分野からの排出量は、2000年代は一時的な増加はあるものの長期的に見れば減少傾向で推移している。

◼ 廃棄物の原燃料利用等に伴う排出量は、一時的な減少はあるものの、2015年度以降増加傾向にある。

◼ 廃棄物分野の排出量から上記の排出量を減じた排出量（廃棄物の焼却（発電以外）、廃棄物の埋立、排水
の処理等）は、一時的な増加はあるものの、1990年代後半から減少傾向で推移している。

廃棄物分野からの排出量 3,670万トン（CO2換算）
《▲6.9%》 [▲3.2%]

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成 《2013年度比》 [2021年度比]

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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代替フロン等4ガス
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代替フロン等4ガスの排出量の推移

◼ 代替フロン等4ガスの排出量は、2004年までは大きく減少していた。2004年以降、主に冷媒用途で使用されてい
たオゾン層破壊物質であるハイドロクロロフルオロカーボン類（HCFCs）からハイドロフルオロカーボン類（HFCs）へ
の代替に伴い、大幅な増加傾向が続いていたが2022年は2021年比で減少した。（2021年比：1.4%減、
2013年比：39.0%増）。

◼ 2022年の排出量はHFCsが最も大きく、全体の約9割を占める。HFCsの排出量は2013年から大きく増加している
一方、SF6ならびにNF3は減少となっている。PFCｓについては横ばいとなっている。

代替フロン等4ガス全体 5,170万トン（CO2換算）
《+39.0%》 [▲1.4%]

《2013年比》 [ 2021年比] <全体に占める割合（最新年）>

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

   

 

     

     

     

     

     

     

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

       

                

                      

              

                    

             

                    

            

                     

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。



21＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

HFCs全体 4,610万トン（CO2換算）
≪+52.1%≫[▲1.6%]

≪2013年比≫[2021年比]＜全体に占める割合(最新年)＞

HFCs排出量の内訳

◼ HFCsの排出量は2004年以降増加傾向にあったが2022年は2021年比で1.6%減少した。なお2013年比では2022
年の排出量は52.1%増加となっている。エアコン等の冷媒として使用されているHFCsの排出量は、オゾン層破壊物質であ
るHCFCからの代替に伴い、近年のHFCs排出量全体の主な増加要因であったが、2022年は2021年と比べ46万トン
（1.1%）減少した。

 

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  
 
 
 
 

       

                            

                      

          

                      

                  

                      

              

                      

            

                     
             

                      

   

        

                     

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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エアゾール・MDI(定量噴射剤）
1%

（40万トン）

その他
1%

（30万トン）

2022年
HFCs排出量

4,610万トン（CO2換算）

発泡
6%

（260万トン）

業務用冷凍空調機器
66%

（3,050万トン）

家庭用エアコン
21%

（960万トン）

カーエアコン
5%

（210万トン）

冷媒その他
1%

（60万トン）

冷媒
93%

（4,280万トン）

ハイドロフルオロカーボン類（HFCs）排出量の排出源別内訳

◼ 我が国の2022年のハイドロフルオロカーボン類（HFCs）排出量は、4,610万トン（CO2換算）であった。

◼ オゾン層破壊物質からの代替に伴い、冷媒分野からの排出が全体の9割強を占めている。

※排出量は全てCO2換算

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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冷媒からのハイドロフルオロカーボン類（HFCs）排出量の推移

◼ 冷媒からのHFCs排出量は、オゾン層破壊物質であるハイドロクロロフルオロカーボン類（HCFCs）からの代替に伴
い、長期的にみると急激に増加しているが2022年は減少傾向が見られた（2021年比1.1%減、2013年比
55.6%増）。特に、業務用冷凍空調機器及び家庭用エアコンからのHFCs排出量の割合が高いが、2021年比
では減少した。

冷媒からのHFCs全体 4,280万トン（CO2換算）
《+55.6%》 [▲1.1%]

＜出典＞ 温室効果ガスインベントリを基に作成

《2013年比》 [ 2021年比] <全体に占める割合（最新年）>

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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パーフルオロカーボン類（PFCs）の排出量の推移

◼ 2022年のPFCsの排出量は2021年比4.9%増、2013年比2.1%増となっている。1997年からは一時的な増加
はあるが、長期的に見るとピークから大きく減少している。

PFCs全体 300万トン（CO2換算）
《2.1%》 [4.9%]

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

 

   

   

   

   

     

     

     

     

     

     

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
  
 
 
 
 

       

              

                     

               

                     

             

                     

   

《2013年比》 [ 2021年比] <全体に占める割合（最新年）>

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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パーフルオロカーボン類（PFCs）排出量の排出源別内訳

◼ 我が国の2022年のパーフルオロカーボン類（PFCs）排出量は、300万トン（CO2換算）であった。

◼ 半導体・液晶製造、洗浄剤・溶剤等からの排出量がそれぞれ全体の約5割を占めている。

半導体・液晶製造
49%

（150万トン）

洗浄剤・溶剤等
49%

（150万トン）

PFCs製造時の漏出
2%

（7万トン）

2022年
PFCs排出量

300万トン（CO2換算）

※排出量は全てCO2換算

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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六ふっ化硫黄（SF6）の排出量の推移

◼ 2022年のSF6の排出量は、2021年比4.6%減、2013年比8.9%減となっている。2013年からは横ばいであるが、
長期的に見るとピークから大きく減少している。2021年からの主な減少要因は、金属生産や電機絶縁ガス使用機
器から排出量の減少である。

SF6全体 210万トン（CO2換算）
《▲8.9%》 [▲4.6%]

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

《2013年比》 [ 2021年比] <全体に占める割合（最新年）>

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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六ふっ化硫黄（SF6）排出量の排出源別内訳

◼ 我が国の2022年の六ふっ化硫黄（SF6）排出量は、210万トン（CO2換算）であった。

◼ 主要な排出源は、粒子加速器等、電気絶縁ガス使用機器等である。

粒子加速器等
38%

（80万トン）

電気絶縁ガス使用機器
27%

（60万トン）

半導体・液晶製造
20%

（40万トン）

金属生産
13%

（30万トン）

SF6の製造時の漏出
2%

（3万トン）

2022年
SF6排出量

210万トン（CO2換算）

※排出量は全てCO2換算

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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三ふっ化窒素（NF3）の排出量の推移

◼ 2022年のNF3の排出量は、2021年比1.4%増、2013年比77.6%減となっている。排出量は2005年に大きく
増加したが、2014年以降に大きく減少した。2021年からは増加しており、主な増加要因は半導体・液晶製造から
の排出量の増加である。

NF3全体 30万トン（CO2換算）
《▲77.6%》 [+1.4%]

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

 

  

  

  

  

   

   

   

   

   

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 

       

             

                       

         

                      

   

《2013年比》 [ 2021年比] <全体に占める割合（最新年）>

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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三ふっ化窒素（NF3）排出量の排出源別内訳

◼ 我が国の2022年の三ふっ化窒素（NF3）排出量は、34万トン（CO2換算）であった。

◼ 半導体・液晶製造からの排出が、全体の9割強を占めている。

半導体・液晶製造
94%

（32万トン）

NF3の製造時の漏出
6%

（2万トン）

2022年
NF3排出量

34万トン（CO2換算）

※排出量は全てCO2換算

＜出典＞温室効果ガスインベントリを基に作成

※四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。
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世界の蛍石生産量の推移

◼ フロンガスの原料となる蛍石の世界全体の生産量は、2011年まで増加傾向にあり、2012年度以降減少傾向で
あったが、2018年度に増加に転じた。その後4年連続で増加していたが2022年度に再び減少に転じた。

◼ 蛍石の生産量が最も多いのは中国で、2022年の生産量は世界全体の生産量の約7割を占めている。次に生産
量が多いのはメキシコで、モンゴル、南アフリカが続く。

＜出典＞Minerals Yearbook、Mineral Commodity Summaries（USGS）を基に作成
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